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2004夏期特別展「二色浜の生きものたち」 

 

開催期間：2004年 7月 24 日～9月 20日（会場：貝塚市立自然遊学館多目的室） 

     2004年 9月 25 日～10月 24日（会場：関空交流館 2階ロビー） 

 

この年の夏は例年にない猛暑で、二色浜ビーチは海水浴を

する多くの人を集めていますが、波打ち際から海中へと目を

凝らすとそこには魚､エビ､貝など様々な海洋生物が見られま

す。そんな大阪湾に棲む魚たちに魅せられ、「海遊館」広報室

課長（特別展当時）の新野大さんは十数年間、足しげく二色

浜に通いつめ、海に潜って魚の表情を撮影し続けてきました。 

この特別展では、「大阪湾がこんなに豊かな海であることを

皆さんに知って欲しい」という新野さんの気持ちを伝えたい

と願い、これらの貴重な写真をお借りして展示しました。 

また、開催期間中の 8月 7日には、新野さんを講師にむか

えて、展示会場において本特別展の普及講演会を行いました。

撮影された種は 300を越えるそうで、その中から特徴のある

魚の紹介や、季節による出現種の相違などを分かりやすく紹介していただきました。なお、これら

の写真を中心として、「大阪湾の生きもの図鑑」（新野、2004、東方出版）を執筆されています。 

 次ページ以降に、新野さんが 1990 年から 2004年にか

けて確認した二色浜の生きもの（計 303 種、うち魚類 155

種）のリストを示しました。●印は、本特別展で写真を

展示したことを示しています。 

最後になりましたが、二色浜公園についての資料を快

くお貸し下さった大阪府臨海公園事務所にお礼申し上

げます。また、会場設営を手伝っていただいた山根祥之、

高田雅彦、平田慎一郎、皿池伸夫の各氏に感謝の意を表

します。 

 

新野
にいの

 大
だい

 氏 略歴 

 

1957 年、東京都生まれ。東海大学海洋学部水産学科卒。 

1979 年、新潟県瀬波水族館に就職。 

1982 年、青森県営浅虫水族館に就職。 

1989 年、大阪ウォーターフロント開発（海遊館）に就職。 

現在、（株）アクアパルスに勤務。 

二色浜の生きものたち
夏期特別展

期間：2004年7月24日～9月20日 （火曜休）

場所：貝塚市立自然遊学館多目的室

　　　　◆普及講演会「新野大氏（海遊館）　夕暮れトーク」　　　　　　

８月７日午後５時より同場所にて行います．電話申込 0724-31-8457　

http://www.city.kaizuka.osaka.jp/shizen/index.htm

四季折々に見られる様々な海洋生物を紹介します．

アカクラゲ

 
 
「二色浜の生きものたち」展のポスター 

 

 

展示会場（自然遊学館多目的室） 

貝塚の自然 8：134-137, 2006 
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海綿動物門 　　  　ケハダヒザラガイ科 　　　ミノウミウシ目
　石灰海綿綱 　　　　   　ケハダヒザラガイ 　　　　オオミノウミウシ科
　　磯海綿目 　　　　   　ヒメケハダヒザラガイ 　　　　　　　ミノウミウシ　
　　　イソカイメン科 　　　　ウスヒザラガイ科 ● 　　　　　　　イズミミノウミウシ
　　　　　クロイソカイメン 　　　   　　ヤスリヒザラガイ 　二枚貝綱（斧足綱）

　腹足綱 　　イガイ目
　　　　　ナミイソカイメン　 　　有肺亜綱 　　　イガイ科

　　　基眼目 ● 　　　　　ムラサキイガイ
刺胞動物門 　　　　カラマツガイ科 ● 　　　　　ミドリイガイ　
　ヒドロ虫綱　 ● 　　　　　　カラマツガイ 　　　　　ホトトギスガイ
　　無鞘目（花クラゲ目）　 　　前鰓亜綱 　　　イタボガキ科
　　　エダアシクラゲ科　 　　　梁舌目 　　　　　マガキ　

● 　　　　　エダアシクラゲ 　　　　ユキノカサガイ科　　 　　マルスダレガイ目
　　　キタカミクラゲ科 　　　　　　　ウノアシガイ 　　　バカガイ科
　　　　　カミクラゲ  　　　　ツタノハナガイ科 　　　　　バカガイ　
　　　タマウミヒドラ科 　　　　　　　ツタノハガイ 　　　マルスダレガイ科
　　　　　サルシアクラゲ　 　　　　　　　マツバガイ　 ● 　　　　　アサリ
　　　マツバクラゲ科 　　　　ヨメガカサガイ科 　　　　　カガミガイ
　　　　　コノハクラゲ？ 　　　　　　　ヨメガカサ        ヒメイカ科
　　　　　ドフラインクラゲ 　　　　ニシキウズガイ科 ●               ヒメイカ
　　有鞘目（軟クラゲ目） 　　　　　　　コシダカガンガラ　 　　ツツイカ目
　　　オワンクラゲ科 　　　　　　　イシダタミ 　　　ヤリイカ科
　　　　　オワンクラゲ 　　    タマキビガイ科 ● 　　　　　アオリイカ　
　　　　　ヒトモシクラゲ 　　　　　　　タマキビガイ　 　　八腕形目
　　硬クラゲ目 　　    カリバサガイ科 　　　マダコ科
　　　オオカラカサクラゲ科 　　　　　　　シマメノウフネガイ　 ● 　　　　　マダコ

● 　　　　　カラカサクラゲ 　　    タマガイ科
　　　　　クラゲの一種 ● 　　　　　　　ツメタガイ 環形動物門
　鉢虫綱 　　　新腹足目 　多毛綱
　　冠クラゲ目 　　　　アクキガイ科 　　ケヤリムシ目
　　　オキクラゲ科 　　　　　　　イボニシ　 　　　クマノアシツキ科

● 　　　　　アカクラゲ　 　　　　　　　アカニシ 　　　　　クマノアシツキ　
　　　ミズクラゲ科 　　   ムシロガイ科 　　　タマシキゴカイ科

● 　　　　　ミズクラゲ　 　　　　　　　ヨフバイ　 　　　　　タマシキゴカイ　
　花虫綱 　　後鰓亜綱 　　　カンザシゴカイ科
　　イソギンチャク目 　　　頭楯目 ● 　　　　　ヤッコカンザシ　
　　　ウメボシイソギンチャク科 　　　　ブドウガイ科 ● 　　　　　ミズヒキゴカイ
　　　　　ヨロイイソギンチャク 　　　　　　　ブドウガイ　

● 　　　　　クロガネイソギンチャク 　　　　ゴクラクミドリガイ科 節足動物門
　　　　　ベリルイイソギンチャク 　　　　　　　コノハミドリガイ 　皆脚亜門（ウミグモ亜門）
　　　タテジマイソギンチャク科 　　　　　　　クロミドリガイ 　　ウミグモ綱 

● 　　　　　タテジマイソギンチャク　 　　　アメフラシ目 　　　真皆脚目
　　  　アメフラシ科 　　　　イソウミグモ科

有櫛動物門（クシクラゲ類） 　　　　　　　アメフラシ ● 　　　　　　　シマウミグモ　
　有触手綱 　　　　　　　アマクサアメフラシ 　　顎脚綱
　　カブトクラゲ目 ● 　　　　　　　トゲアメフラシ 　　　有柄目
　　　カブトクラゲ科 　　　側鰓目 　　　　エボシガイ亜目
　　　　　カブトクラゲ 　　　　ウミフクロウ科 　　　　　ミョウガガイ科
　　　　　チョウクラゲ ● 　　　　　　　ウミフクロウ　 　　　　　　　カメノテ　
　無触手綱 　　　ドーリス目 　　　無柄目
　　ウリクラゲ目       　ハナサキウミウシ科 　      　イワフジツボ科
　　　ツノザメ科 　　　　　　　ヒカリウミウシ　 　　　　　　　イワフジツボ
　　　　　ウリクラゲ 　    　フジタウミウシ科 ● 　　　　　　　タテジマフジツボ

　　　　　　　フジタウミウシ 　　軟甲綱
扁形動物門 　　　　　　　クロコソデウミウシ 　　　等脚目（ワラジムシ目）
　渦虫綱 　　  　イロウミウシ科 　　　　フナムシ科
　　多岐腸目（ヒラムシ目） 　　　　　　　アオウミウシ 　　　　　　フナムシ　
　　　ニセツノヒラムシ科 　　　　　　　シロウミウシ 　　　　コツブムシ科
　　　　　ミノヒラムシ　 　　　　　　　シラライロウミウシ 　　　　　　シリケンウミセミ
　　　　　ヒラムシの一種 　　　　ドーリス科 　　　端脚目

　　　　　　　ヤマトウミウシ 　　　　ヨコエビ亜目
軟体動物門 　　　孔口ウミウシ目 　　　　　ヨコエビ科
　多板綱（ヒザラガイ綱） 　　　　クロシタナシウミウシ科 ● 　　　　　　　モクズヨコエビ
　　新ヒザラガイ目 　　　　　　　クロシタナシウミウシ 　　　　　　　フサゲモクズ
　　　クサヅリガイ科 　　　　　　　マダラウミウシ ● 　　　　　　　ニッポンモバヨコエビ
　　　　　ヒザラガイ

　　　　　ダイダイイソカイメン

新野大氏が1990年から2004年にかけて二色浜で確認した生物のリストです。
●印は「二色浜の生きものたち」展で写真を展示したことを示しています。

二色浜の生物リスト 1.
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　　端脚目(つづき) 　　　　イワガニ科 　軟骨魚綱　
　　　　ワレカラ亜目 　　　　　　モクズガニ    　　メジロザメ目
　　　　　ワレカラ科 　　　　　　イソガニ　  　　　ドチザメ科
　　　　　　　マルエラワレカラ 　　　　　　ヒライソガニ    　　　　　ドチザメ　 
　　　　　　　オオワレカラ 　　　　　　ケフサイソガニ    　　　トビエイ科

● 　　　　　　　トゲワレカラ 　　　　　　アカテガニ    ● 　　　　　マダラトビエイ   
　　　十脚目 　　　　　　クロベンケイガニ    　　　　　ナルトビエイ
　　　　根鰓亜目（クルマエビ亜目） ● 　　　　　　カクベンケイガニ    　硬骨魚綱
　　　　　クルマエビ科 　　　　　　ベンケイガニ    　　ウナギ目
　　　　　　　クマエビ 　　　　　　ハマガニ    　　　ウナギ科

● 　　　　　　　サルエビ 　　　　　　アシハラガニ    　　　　　ウナギ
　　　　　サクラエビ科 　　　　　　フタバカクガニ 　　　ウミヘビ科

● 　　　　　　　アキアミ 　　　　スナガニ科 ● 　　　　　ホタテウミヘビ   
　　　　　ヌマエビ科 　　　　　　スナガニ　　 　　　アナゴ科
　　　　　　　トゲナシヌマエビ　 　　　　　　コメツキガニ　　 　　　　　マアナゴ
　　　　　テッポウエビ科 　　　　　　オサガニ　  　　ニシン目

● 　　　　　　　テッポウエビ 　　　　　　ヤマトオサガニ    　　　ニシン科
　　　　　　　イソテッポウエビ 　　　　　　ハクセンシオマネキ    　　　　　ウルメイワシ
　　　　　　　セジロムラサキエビ 　　　　　キビナゴ
　　　　　　　テッポウエビの一種 外肛動物門（コケムシ類） 　　　　　マイワシ
　　　　　モエビ科 　裸喉綱 　　　　　コノシロ
　　　　　　　コシマガリモエビ 　　フクロコケムシ目 　　　　　サッパ
　　　　　　　アカシマモエビ 　  　 ヒラコケムシ科 　　　カタクチイワシ科

● 　　　　　　　アシナガモエビモドキ ● 　  　   　チゴケムシ ● 　　　　　カタクチイワシ   
　　　　　　　モエビの一種 　　　ゴンズイ科
　　　　　テナガエビ科 箒虫動物門 ● 　　　　　ゴンズイ   

● 　　　　　　　イソスジエビ 　ホウキムシ目 　　　シラウオ科
　　　　　　　スジエビモドキ 　　ホウキムシ科 　　　　　シラウオ
　　　　　　　アシナガスジエビ 　　   　　ヒメホウキムシ 　　タラ目

● 　　　　　　　ユビナガスジエビ 　　　チゴダラ科
　　　　異尾下目 棘皮動物門 　　　　　エゾイソアイナメ
　　　　　ヤドカリ上科 　ヒトデ綱 　　　イザリウオ科
　　　　　　ヤドカリ科 　　アカヒトデ目 　　　　　ハナオコゼ

● 　　　　　　　　ユビナガホンヤドカリ 　　　イトマキヒトデ科 　　トウゴロウイワシ目
　　　　　ホンヤドカリ上科 ● 　　　　　イトマキヒトデ  　 　　　トウゴロウイワシ科
　　　　　　ホンヤドカリ科 　　マヒトデ目 　　　　　ムギイワシ

● 　　　　　　　　ホンヤドカリ　 　　　マヒトデ科 　　　　　トウゴロウイワシ
　　　　　　　　ケアシホンヤドカリ ● 　　　　　マヒトデ　  　　ダツ目
　　　　　ガラテア上科（コシオリエビ上科） 　クモヒトデ綱 　　　サヨリ科
　　　　　　カニダマシ科 　　クモヒトデ目 　　　　　サヨリ
　　　　　　　　イソカニダマシ 　　　クモヒトデ科 　　　トビウオ科
　　　　　　　　コブカニダマシ　 ● 　　　　　ナガトゲクモヒトデ 　　　　　トビウオ
　　　　　　　　イボトゲガニ 　ウニ綱 　　　ダツ科
　　　　アナジャコ下目 　　ホンウニ目 　　　　　ダツ
　　　　　アナジャコ上科 　　　サンショウウニ科 　　　　　テンジクダツ
　　　　　　スナモグリ科 ● 　　　　　サンショウウニ　  　　　　　ハマダツ
　　　　　　　　ニホンスナモグリ 　　　ナガウニ科 　　ヨウジウオ目
　　　　短尾下目 　　　　　ムラサキウニ    　　　ヤガラ科
　　　　　　カラッパ科 　ナマコ綱 　　　　　アオヤガラ

● 　　　　　　　　キンセンガニ 　　楯手目 　　　　　アカヤガラ
　　　　　　クモガニ科 　　　マナマコ科 　　　ヨウジウオ科
　　　　　　　　ヨツハモガニ　 ● 　　　　　マナマコ　  ● 　　　　　ヨウジウオ   
　　　　　　　　イソクズガニ　 　　　　　ニセフジナマコ 　　　　　ガンテンイシヨウジ
　　　　　　　　イッカククモガニ    　　　　　タツノオトシゴ
　　　　　　ワタリガニ科 脊索動物門 　　カサゴ目
　　　　　　　　タイワンガザミ    　尾索動物亜門 　　　フサカサゴ科

● 　　　　　　　　ガザミ　  　　ホヤ綱 　　　　　メバル
● 　　　　　　　　イシガニ　  　　　マメボヤ目 　　　　　クロソイ
● 　　　　　　　　チチュウカイミドリガニ 　　　　ウスイタボヤ科 ● 　　　　　タケノコメバル   

 　　　　　　オウギガニ科 ● 　　　　　　ウスイタボヤ 　　　　　ムラソイ
　　　　　　　　オウギガニ　  　　　　ユウレイボヤ科 　　　　　ヨロイメバル
　　　　　　　　スベスベオウギガニ    ● 　　　　　　ユウレイボヤ 　　　　　カサゴ

　　　　イタボヤ科 　　　オニオコゼ科
　　　　　　イタボヤ 　　　　　オニオコゼ
　　　　　　イタボヤの一種 　　　ハオコゼ科
　　　　シロボヤ科 ● 　　　　　ハオコゼ   

新野大氏が1990年から2004年にかけて二色浜で確認した生物のリストです。
●印は「二色浜の生きものたち」展で写真を展示したことを示しています。

二色浜の生物リスト 2.
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　　カサゴ目（つづき） 　　　チョウチョウウオ科 　　　ニザダイ科
　　　コチ科 ● 　　　　　チョウチョウウオ   　　　　　ニザダイ
　　　　　マゴチ ● 　　　　　トゲチョウチョウウオ   　　　　　クロハギ
　　　　　ワニゴチ ● 　　　　　フウライチョウチョウウオ   　　　カマス科
　　　　　イネゴチ ● 　　　　　アケボノチョウチョウウオ   　　　　　アカカマス
　　　アイナメ科 ● 　　　　　チョウハン   ● 　　　　　オニカマス  

　　　　　アイナメ ● 　　　　　トノサマダイ 　　　　　カマス
● 　　　　　クジメ   　　　イシダイ科 　　　サバ科

　　　カジカ科 ● 　　　　　イシダイ   ● 　　　　　マサバ  

　　　　　サラサカジカ 　　　　　イシガキダイ 　　カレイ目
　　　　　アナハゼ 　　　ウミタナゴ科 　　　ヒラメ科
　　　　　アサヒアナハゼ ● 　　　　　ウミタナゴ   ● 　　　　　ヒラメ  

　　　　　キヌカジカ 　　　スズメダイ科 　　　カレイ科
　　スズキ目 ● 　　　　　スズメダイ    　　　　　マコガレイ
　　　スズキ科 　　　　　イソスズメダイ 　　　　　イシガレイ
　　　　　スズキ 　　　　　シマスズメダイ 　　　ササウシノシタ科
　　　シマイサキ科 ● 　　　　　オヤビッチャ   　　　　　ミナミウシノシタ
　　　　　シマイサキ 　　　　　テンジクスズメダイ 　　　ウシノシタ科
　　　　　コトヒキ 　　　ボラ科 　　　　　クロウシノシタ
　　　テンジクダイ科 　　　　　ボラ 　　　　　アカシタビラメ
　　　　　テンジクダイ ● 　　　　　メナダ   　　　　　オオシタビラメ

● 　　　　　オオスジイシモチ   　　　　　セスジボラ 　　フグ目
　　　キス科 　　　ベラ科 　　　ギマ科
　　　　　シロギス 　　　　　カミナリベラ ● 　　　　　ギマ  

　　　アジ科 ● 　　　　　キュウセン   　　　モンガラカワハギ科
● 　　　　　マアジ   　　　　　ホンベラ 　　　　　キヘリモンガラ

　　　　　マルコバン 　　　タウエガジ科 　　　　　アミモンガラ
　　　　　イケガツオ 　　　　　ムスジガジ 　　　カワハギ科
　　　　　ギンガメアジ 　　　ニシキギンポ科 　　　　　カワハギ
　　　　　ロウニンアジ ● 　　　　　ギンポ  　　　　　アミメハギ
　　　ヒイラギ科 　　　ヘビギンポ科 　　　　　ウマズラハギ
　　　　　ヒイラギ 　　　　　ヘビギンポ 　　　ハコフグ科
　　　フエダイ科 　　　コケギンポ科 ● 　　　　　コンゴウフグ　 

● 　　　　　フエダイ   ● 　　　　　コケギンポ  　　　フグ科
　　　　　クロホシフエダイ 　　　イソギンポ科 　　　　　クサフグ
　　　　　ゴマフエダイ 　　　　　イソギンポ 　　　　　ショウサイフグ
　　　マツダイ科 　　　　　イダテンギンポ 　　　　　ムシフグ
　　　　　マツダイ 　　　　　ナベカ 　　　　　ヒガンフグ
　　　クロサギ科 ● 　　　　　ニジギンポ  　　　　　アカメフグ
　　　　　クロサギ 　　　イカナゴ科 ● 　　　　　コモンフグ　 　　　　　　　
　　　イサキ科 ● 　　　　　イカナゴ  

　　　　　コショウダイ 　　　ネズッポ科
　　　　　コロダイ ● 　　　　　ネズミゴチ  

　　　タイ科 　　　　　ネズッポ
　　　　　ヘダイ 　　　　　ヌメリゴチ
　　　　　クロダイ 　　　　　セトヌメリ
　　　　　キヂヌ 　　　　　ハタタテヌメリ

● 　　　　　マダイ   　　　ハゼ科  
　　　ヒメジ科 　　　　　チワラスボ
　　　　　ヒメジ 　　　　　ミミズハゼ
　　　　　ヨメヒメジ ● 　　　　　サツキハゼ  

● 　　　　　オキナヒメジ   　　　　　アゴハゼ
　　　　　コバンヒメジ 　　　　　ドロメ
　　　メジナ科 　　　　　スミウキゴリ
　　　　　メジナ 　　　　　ニクハゼ
　　　　　クロメジナ 　　　　　ウロハゼ
　　　イスズミ科 　　　　　チャガラ
　　　　　イスズミ 　　　　　マハゼ
　　　カゴカキダイ科 　　　　　ヒメハゼ
　　　　　カゴカキダイ 　　　　　アベハゼ
　　　クロホシマンジュウダイ科 　　　　　スジハゼ

● 　　　　　クロホシマンジュウダイ 　　　　　アカオビシマハゼ
　　　　　チチブ
　　　　　ヤハズハゼ

● 　　　　　クモハゼ  

　　　アイゴ科
　　　　　アイゴ （山田 浩二）

新野大氏が1990年から2004年にかけて二色浜で確認した生物のリストです。
●印は「二色浜の生きものたち」展で写真を展示したことを示しています。

二色浜の生物リスト 3.

 


